





















	 	 	 	 第六章	 家族法	 
 
 
	 第一節	 家族を巡る官の法秩序（１） 




















































	 	 	 二	 家族法の内容	 





























































































































































































































































































































































中国法史講義ノート（Ⅴ）   	 	  
	 （２）	 章題の家族法の用語はここで使う家族法とは異なり官と民間を含めた家族を巡
る規範を指す最広義のものとして使っています。 










	 	 	 	 	 風俗の規範性の強弱とかどの位の数の人がそれが正しいと考えているかとか
は事柄によって異なります。規範としての力が強いので家族関係の事柄は通例、
多くの人がその規範に従います。 



















	 （８）	 拙稿「清代家族法に於ける教令の秩序とその司法的保護」（星薬論集一五輯）。 
	 （９）	 因みに、妻は父から気を受け継いでいます。それ故夫婦は姓を別にします。 
（10）  因みに、結婚できる年齢にはっきりした制限はありません。 
	 （11）  七出と呼ばれる無子、淫疾、不事舅姑、口舌、盗窃、妬忌、悪疾の七つの離婚
事由があります。ただ、経持舅姑之喪、娶時賎後貴、有所取無所帰の三つの場合
は姦淫を犯したときを除いて三不去と呼んで離婚を認めません。 































	 （18）  父が家産分割すると娘は父母に伴われ、父母死後の分割のときは結婚費用を留
保します。生活費は兄弟が共同で負担します。義務も寛大です。嗣子になる資格
はありません。 
	 （19）	 父祖のみがなし得るものであり法律関係は変わりません。 





















	 第二節	 民間に於ける家族秩序	 	 





















































	 （２）	 臼井佐知子『徽州商人の研究』（汲古書院、二〇〇五年）。 
	 （３）	 村松祐次『近代江南の租桟――中国地主制度の研究』（東京大学出版会、一九
七〇年）。夏井春喜『中華民国期江南地主制研究』｛（汲古書院、二〇一四年）この
本に対する筆者による書評が法制史研究 65 に収載｝。租桟が集めた小作料が商業
資本として都市へ流れたと言います。 
 
 
［付記］	 
	 中国法史講義ノート（Ⅰ）（星薬論集二九）二頁一六行の親属と夫婦親子の身分法を家
族法を巡る官の法秩序に、一七行の家と財産法を民間に於ける家族秩序に改めます。 
74
